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副
企
業
長
制
の
導
入
及
び
議
会

組
織
の
見
直
し
に
伴
い
、
企
業
団

規
約
を
変
更
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

副
企
業
長
を
置
く
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
は
。
副
企
業
長
は
具
体
的

に
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
く
の
か
。

　

副
企
業
長
の
権
限
は
。

　

企
業
長
以
外
の
市
長
・
村
長
が
、

議
員
と
い
う
立
場
で
入
る
の
は
不

自
然
。
他
の
企
業
団
を
見
て
も
、

そ
う
い
う
企
業
団
は
な
い
。

　

副
企
業
長
の
立
場
は
、
他
の
組

合
の
正
・
副
管
理
者
と
同
じ
よ
う

に
、
企
業
長
の
職
務
代
理
。
議
会

に
出
席
す
る
。
正
・
副
企
業
長
会

で
企
業
団
運
営
に
つ
い
て
も
協
議

を
し
て
い
く
。

　

こ
の
問
題
に
か
か
わ
っ
た
市

長
、
設
計
価
格
の
積
算
に
か
か

わ
っ
た
職
員
、
業
者
、
入
札
参
加

の
業
者
に
対
し
て
調
査
を
行
い
、

結
果
を
市
民
に
説
明
す
る
責
任
が

あ
る
。
公
正
入
札
審
査
会
な
ど
公

式
な
会
議
を
開
い
て
調
査
を
す
べ

き
だ
が
。

 

３
月
18
日
に
関
係
し
て
い
た
職

員
７
人
に
、
聞
き
取
り
を
し
た
。

　

聞
き
取
り
の
結
果
、
特
別
問
題

に
な
る
よ
う
な
行
動
や
行
為
は
確

認
が
で
き
な
か
っ
た
。
公
正
入
札

審
査
会
は
、
開
催
し
て
い
な
い
。

　

要
援
護
者
と
し
て
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
重
度
の
方
等
、
合
わ
せ
て

4
千
673
名
の
デ
ー
タ
を
集
約
し
て

い
る
。
名
簿
か
ら
住
宅
地
図
の
ど

こ
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
わ
か
る
よ

う
な
形
で
集
約
し
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
、
名
簿
を
各
地
区
に
お
ろ

し
て
、
安
否
確
認
に
す
ぐ
利
用
し

て
も
ら
え
る
形
に
し
て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
計
画
で
自
主
防
災
会
に

平
常
時
の
見
守
り
と
、安
否
確
認
、

情
報
伝
達
、
避
難
誘
導
な
ど
を
お

願
い
す
る
予
定
。
22
年
度
に
、
モ

デ
ル
で
一
、二
ヵ
所
計
画
を
し
て

い
る
。

鴻
池
組
・
桐
美
建
設
・
渡
辺
工
務

店
建
設
工
事
共
同
企
業
体

12
億
2
千
130
万
4
千
350
円

契
約
の
日
か
ら
平
成
23
年
5
月
31

日
ま
で

平
成
22
年
度

一
般
会
計
予
算

契
約
の
締
結

規
約
の
変
更

　

総
合
斎
苑
の
100
人
、
150
人
の
セ

レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
運
営
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
各
宗
教
や
、
家
庭
葬
に

も
対
応
で
き
る
の
か
。
全
体
の
維

持
管
理
費
は
。

　

斎
場
全
体
を
指
定
管
理
者
で
管

理
し
て
も
ら
う
予
定
。ホ
ー
ル
は
、

貸
し
館
方
式
で
行
い
た
い
。

　

各
宗
教
に
対
応
で
き
る
祭
壇
を

備
え
る
予
定
。
100
名
用
の
式
場
に

移
動
間
仕
切
り
を
設
け
、
少
人
数

で
も
対
応
が
で
き
る
。

　

全
体
の
維
持
管
理
費
は
、
年
間

3
千
万
円
か
ら
5
千
万
円
程
度
と

考
え
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
総
務
費
の
災
害
時
の

要
支
援
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

及
び
意
識
調
査
委
託
料
に
つ
い

て
、
自
主
防
災
会
な
ど
に
要
請
を

し
て
い
く
の
か
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

や
意
識
調
査
な
ど
を
ど
う
生
か
し

て
い
く
の
か
。
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弁
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弁
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弁
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■
総
合
斎
苑
建
設
工
事
契
約

の
締
結

■
海
部
南
部
水
道
企
業
団
規

約
の
変
更

契
約
の
相
手
方

契
約
金
額

契
約
の
工
期

平成22年度  一般会計予算の主な事業
事　業　名 予　算　額

勝幡駅周辺整備事業 4億6,158万円
子ども手当 14億3,000万円
子ども医療費助成事業 3億4,250万円
5周年記念式典事業 194万円
マスコットキャラクター作製事業 819万円
民間木造住宅耐震化促進事業 1,250万円
小学校建物耐震補強工事 4億6,230万円
斎場建設推進事業 15億9,814万円
住宅用太陽光システム設置事業 1,000万円
公共下水道事業 10億9,092万円
庁舎整備基本計画の策定 1,160万円
巡回バス運行事業 6,572万円
放課後子ども教室推進事業 674万円
特別非常勤講師配置事業 2,071万円

（仮称）愛西市学校給食センター整備・運営事業
平成22年度から平成38年度までの
建設費・運営費限度額

42億4,282万円

愛西市・サクラメント愛知県人会等交流事業 760万円

（	 ）


